
【背景および目的】

　国際化に対応するためには何が必要かを考

えられる若手技師育成を目的とし, 若手技師国
際化対応力向上ワーキンググループ（若手

WG）が 2018年に発足した。若手WGによる
初の企画とある International Young Biomedical 
Laboratory Scientist Forum（International Young 
BLS Forum）が山口県下関市で開催された第
68回日本医学検査学会において実施されたの
でその内容について報告する。

【方法】

　本フォーラムでは精度管理における人工知

能（Artificial Intelligence : AI）の有用性, 進化
するゲノム医療及び遠隔医療の未来像の 3つ
のテーマについて議論が行われた。我々は, 精
度管理と AIの有用性について日本、韓国およ
び台湾の 3か国からの参加者と議論を交わし
た。

【結果および考察】

　議論の結果、抽出された精度管理に関する

課題をいくつか列挙する。「精度管理におけ

るトレンドやシフトの解釈の仕方」、「外部

精度管理に参加していない施設が少なくない」

、「技師間差に起因するバラツキ」のように

各国に共通する課題もある一方、「生理検査

の精度管理が標準化されていない」、「生理

検査は臨床検査技師ではなく看護師がしばし

ば実施している」など各国独自の課題がある

ことが分かった。抽出された課題について

AIが解決策となりうるかについてさらなる議
論を行った。我々が挙げた課題のほとんどは

AIの導入により解決されるとの結論に至った。

一方、技師の教育や AIによって検知されたリ
スクに対するアクションといった部分は AIに
よる置き換えは現時点では難しいと考えられ

た。

【結論】

　AIが得意とする分野に関しては AIを活用す
るとともに、まだ AIには難しい部分を我々が
担うことで AIへのタスクシフティングと共存
を進めていくということであった。すなわち, 
AIに依存することとしないことをどのように
定義していくかが大きな課題であること思わ

れる。本フォーラムを通した国際化への取り

組みは, 我々臨床検査技師の国際化対応力向上
に向けた非常に良い内容であり, 将来展望を見
据えた際にとても期待が持てる内容であった

と考えられた。
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